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【今月の内容】
■あなたの健康は大丈夫ですか？　　　　２〜３
■市民アンケート調査結果　　　　　　  ４〜５
■下呂市総合防災訓練　　　　　　   　　　　６
■下呂市からのお知らせ　　             　８〜 10

広
報

 　「石職人になって 12 年。先輩の仕事を見習いながら毎日が勉強です。早く一人
前になりたいです」と謙虚に語るのは石職人の今井義久さん（小川）。まごころ込
めた製品で、地域の皆さんに喜ばれる仕事ができるようになることが夢だそうです。
　炎天下でもひたむきに石と向かい合う職人の姿がありました。

～石職人の夢～石に伝わる想い
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～
年
に
１
回
は
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
～

あ
な
た
の
健
康
は
大
丈
夫
で
す
か
？

◆
健
康
診
断
を
受
け
て
い
ま
す
か
？

　
長
年
、
自
動
車
を
乗
っ
て
い
る
と
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
故
障
が
生

じ
て
き
ま
す
。
事
故
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
定
期
的
な
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
わ
れ
わ
れ
人
間
も
全
く
同
じ
で
す
。
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受

け
る
こ
と
で
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
生
活
習

慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
予
防
で
き
る
病
気
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
市
が
持
っ
て
い
る
健
診
デ
ー
タ
な
ど
か
ら
市
民
の

皆
さ
ん
の
健
康
状
態
を
探
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　【
市
民
部
・
市
民
課
】【
健
康
医
療
部
・
健
康
課
】

　
左
上
の
表
の
県
内
21
市
で
比
較

し
た
下
呂
市
国
保
の
統
計
を
見
て

み
る
と
、
脳
血
管
疾
患
や
脂
質
異
常

症
で
医
療
機
関
を
受
診
し
た
率（
受

療
率
）が
最
も
高
く
県
内
１
位
で
す
。

　
さ
ら
に
、
高
血
圧
症
や
肝
機
能
障

害
な
ど
も
２
位
と
い
う
状
況
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
見
て
も
、
市
民

の
皆
さ
ん
（
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
）
の
健
康
状
態
は
、
決
し
て

良
い
と
は
言
え
な
い
の
が
現
実
で

す
。

　
こ
れ
ら
の
〝
生
活
習
慣
病
”
の
な

か
で
も
、
脳
血
管
疾
患
の
医
療
費
は

高
額
で
、
１
カ
月
の
１
人
あ
た
り
の

医
療
費
が
４
０
０
万
円
も
か
か
っ

て
し
ま
う
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
下
呂
市
の
国
保
加
入
者
１
０
１

５
８
人
の
う
ち
、
実
に
５
４
７
５

人
（
53
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
）
も
の

皆
さ
ん
が
、
生
活
習
慣
病
と
い
わ

れ
る
病
状
で
医
療
機
関
を
受
診
し

て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
恐
れ
る
病
で
あ
る
〝
が

ん
”
は
、
遺
伝
的
な
も
の
も
あ
れ

ば
、
糖
尿
病
や
脳
卒
中
の
よ
う
に

「
生
活
習
慣
」
と
の
密
接
な
関
係
に

よ
り
発
症
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
下
の
図
は
、
広
報
げ
ろ
６
月
号

の
健
康
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
て
い

た
も
の
で
す
が
、
平
成
16
～
23
年

度
ま
で
に
行
っ
た
下
呂
市
の
各
種

が
ん
検
診
で
、
が
ん
が
発
見
さ
れ

た
方
の
人
数
と
亡
く
な
っ
た
方
の

がんが発見
された人数 死亡者数 率

胃がん 36人 ４人 １１．１％

肺がん ４８人 18人 ３７．５％

大腸がん ７８人 ５人 ６．４％

乳がん 23人 ０人 ０％

子宮頸がん ７人 ０人 ０％

計 １９２人 ２７人 １４．１％

下
呂
市
国
保
の
生
活
習
慣

病
の
状
況
は
？

市
の
が
ん
検
診
で
が
ん
が
発
見
さ
れ
た
人
数
と
死
亡
率

率
な
ど
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
が
ん
の
種
類
に
も
よ
り
ま
す
が
、

検
診
に
よ
り
早
期
発
見
・
早
期
治
療

を
行
え
ば
、
克
服
で
き
な
い
病
気
で

は
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
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年度
特定健診（国保被保険者） すこやか健診（後期高齢被保険者）

対象者数 受診者数 受診率 対象者数 受診者数 受診率

H20 7,538 4,568 60.6% 6,940 870 12.5%

H21 7,471 4,242 56.8% 6,641 683 10.3%

H22 7,421 4,104 55.3% 6,964 799 11.5%

H23 7,244 3,732 51.5% 6,649 1,708 25.7%

H24 7,062 3,574 50.6% 6,562 1,807 27.5%

県内（21市）の国保における生活習慣病の受療状況（H24.5月）
下呂市の国保被保険者　１０，１５８人の内の受診状況

全体 人工透析 虚血性心疾患 脳血管疾患 糖尿病 高血圧症脂質異常症肝機能障害高尿酸血症

順位 ２位 ２０位 ３位 １位 ５位 ２位 １位 ２位 ２位

受療率 53.9% 0.2% 5.4% 5.9% 11.7% 24.2% 21.7% 2.3% 5.1%

受診数 5,475人 23人 550人 598人 1,188人 2,463人 2,207人 232 人 515人

　　
毎
日
の
不
健
康
な
生
活
の
積
み

重
ね
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

生
活
習
慣
病
は
、「
痛
い
」「
つ
ら

い
」
な
ど
の
自
覚
症
状
が
な
い
ま

ま
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
進

行
し
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
関
連
の
医
療
費
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
国
民
医
療

費
全
体
の
約
３
分
の
１
、
日
本
人

の
死
亡
原
因
の
約
３
分
の
２
を
占

め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
の
恐
ろ
し
さ
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま

進
行
す
る
生
活
習
慣
病
は
、
医
療

費
も
高
額
で
保
険
財
政
を
圧
迫

し
、
皆
さ
ん
が
毎
月
納
め
る
保
険

料
（
税
）
の
値
上
げ
に
つ
な
が
る

だ
け
で
な
く
、
大
切
な
人
の
健
康

も
む
し
ば
ん
で
い
ま
す
。

　
で
は
、
私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば

良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
　

　
　

　
平
成
20
年
度
の
医
療
制
度
改
革

に
よ
り
、
健
康
診
断
は
そ
れ
ぞ
れ

の
医
療
保
険
の
保
険
者
が
行
う
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
が
行
う
基
本
健
診
と
し
て

は
、国
民
健
康
保
険（
国
保
）の「
特

定
健
診
」
と
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
「
す
こ
や
か
健
診
」
が
あ

り
ま
す
。
下
の
表
で
最
近
５
年
間

の
受
診
率
を
見
る
と
、
平
成
24
年

度
で
は
特
定
健
診
で
５
割
が
、
す

こ
や
か
健
診
で
は
７
割
も
の
方

が
、
市
の
基
本
健
診
を
受
診
し
て

い
な
い
状
況
で
す
。（
※
妊
産
婦
、
施

設
入
所
者
、
長
期
入
院
者
な
ど
を
除
く
）

　
せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
の
で
、

よ
り
多
く
の
方
に
受
診
し
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。

　「
自
分
は
大
丈
夫
」「
忙
し
い
か

ら
健
診
は
行
か
な
い
」「
面
倒
く
さ

い
」
な
ど
と
、
健
康
診
断
を
受
け

ず
に
い
る
と
、
あ
な
た
の
健
康
は

徐
々
に
む
し
ば
ま
れ
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
市
の
が
ん
検
診

や
国
保
特
定
健
診
、
す
こ
や
か
健

診
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
皆
さ
ん

が
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
で
は
、

年
に
１
回
の
健
康
診
断
を
実
施
し

て
い
ま
す
。（
※
年
齢
条
件
な
ど
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
加
入
の
医
療
保

険
者
に
お
問
合
せ
下
さ
い
）

　
こ
れ
か
ら
先
の
自
分
の
た
め
に
、

家
族
の
た
め
に
、
皆
で
支
え
合
っ

て
い
る
保
険
制
度
の
た
め
に
も
、

今
一
度
よ
く
考
え
て
「
年
に
１
回

の
健
康
診
断
」
を
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
特
定
健
診
は
受
け
る
だ
け
で
な

く
、
あ
な
た
の
生
活
習
慣
を
改
善
す

る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
栄
養
に
つ

い
て
の
保
健
指
導
も
行
っ
て
い
ま

す
。
健
診
結
果
を
お
持
ち
い
た
だ
け

れ
ば
加
入
保
険
に
関
係
な
く
、
市
の

保
健
師
・
栄
養
士
が
生
活
習
慣
病
の

改
善
に
向
け
た
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※特定健診は 40 歳以上 75 歳未満の国保加入者、すこやか健診は長寿医療保険制度加入者が対象です。

自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く

家
族
の
た
め
に
も

死
亡
原
因
の
約
３
分
の
２

が
生
活
習
慣
病

ま
ず
は
健
康
診
断
を

受
け
る
こ
と

健
診
後
の

保
健
指
導
が
大
切
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診
と
し
て

は
、国
民
健
康
保
険（
国
保
）の「
特

定
健
診
」
と
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
「
す
こ
や
か
健
診
」
が
あ

り
ま
す
。
下
の
表
で
最
近
５
年
間

の
受
診
率
を
見
る
と
、
平
成
24
年

度
で
は
特
定
健
診
で
５
割
が
、
す

こ
や
か
健
診
で
は
７
割
も
の
方

が
、
市
の
基
本
健
診
を
受
診
し
て

い
な
い
状
況
で
す
。（
※
妊
産
婦
、
施

設
入
所
者
、
長
期
入
院
者
な
ど
を
除
く
）

　
せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
の
で
、

よ
り
多
く
の
方
に
受
診
し
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。

　「
自
分
は
大
丈
夫
」「
忙
し
い
か

ら
健
診
は
行
か
な
い
」「
面
倒
く
さ

い
」
な
ど
と
、
健
康
診
断
を
受
け

ず
に
い
る
と
、
あ
な
た
の
健
康
は

徐
々
に
む
し
ば
ま
れ
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
市
の
が
ん
検
診

や
国
保
特
定
健
診
、
す
こ
や
か
健

診
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
皆
さ
ん

が
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
で
は
、

年
に
１
回
の
健
康
診
断
を
実
施
し

て
い
ま
す
。（
※
年
齢
条
件
な
ど
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
加
入
の
医
療
保

険
者
に
お
問
合
せ
下
さ
い
）

　
こ
れ
か
ら
先
の
自
分
の
た
め
に
、

家
族
の
た
め
に
、
皆
で
支
え
合
っ

て
い
る
保
険
制
度
の
た
め
に
も
、

今
一
度
よ
く
考
え
て
「
年
に
１
回

の
健
康
診
断
」
を
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
特
定
健
診
は
受
け
る
だ
け
で
な

く
、
あ
な
た
の
生
活
習
慣
を
改
善
す

る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
栄
養
に
つ

い
て
の
保
健
指
導
も
行
っ
て
い
ま

す
。
健
診
結
果
を
お
持
ち
い
た
だ
け

れ
ば
加
入
保
険
に
関
係
な
く
、
市
の

保
健
師
・
栄
養
士
が
生
活
習
慣
病
の

改
善
に
向
け
た
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※特定健診は 40 歳以上 75 歳未満の国保加入者、すこやか健診は長寿医療保険制度加入者が対象です。

自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く

家
族
の
た
め
に
も

死
亡
原
因
の
約
３
分
の
２

が
生
活
習
慣
病

ま
ず
は
健
康
診
断
を

受
け
る
こ
と

健
診
後
の

保
健
指
導
が
大
切
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ア
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ー
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ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
の
問
合
先

　
　
　
　
　
　
　
　
経
営
管
理
部
総
合
政
策
課
　
　

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
２
５
４
）

　

下
呂
市
で
は
「
み
ん
な
の
力
で
元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
市
」
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、

市
政
に
対
し
て
の
意
見
を
伺
い
、
よ
り
よ
い
市
政
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
に
、
市

内
在
住
者
の
中
か
ら
無
作
為
抽
出
の
２
千
人
を
対
象
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
は
１
０
４
０
名
（
52
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
し
た
。

回答者内容

男　女　別

男 性 443 人 42.6％

女 性 581 人 55.9％

年　代　別

20 代   71 人   6.8％
30 代 124 人 11.9％
40 代 155 人 14.9％
50 代 235 人 22.6％
60 代 282 人 27.1％

70 代以上 169 人 16.3％

アンケート結果
●あなたの身近な暮らしについておたずねします。

問Ａ．市内にかかりつけの医院（病院）はありますか？

問Ｂ．市内において運転や歩行の際、道路の安全性が確保されていると感じますか？

問Ｃ．広報紙などで、市の行政情報がわかりやすく伝えられていると感じますか？

問Ｄ．下呂市以外の地域とさまざまな交流が必要だと感じますか？

問Ｅ．下呂市において男女平等の社会づくりが進んでいると感じますか？

問Ｆ．市民と行政が力をあわせてまちづくりに取り組んでいると感じますか？

問Ｇ．市内の文化財をいくつご存知ですか？

問Ｈ．下呂市が「ホスピタリティ都市」宣言を行っていることをご存知ですか？

問Ｉ．自宅に住宅用火災警報器などが設置してありますか？

問Ｊ．災害時の避難経路と最寄りの避難所をご存知ですか？

ある 82.3％ 不明・未記入 4.1％ない13.6％

感じる 22.9％

感じる 40.6％

感じる12.9％

知っている30.9％

設置している 79.0％

知っている62.6％

5つ以上13.3％ 知らない19.6％

感じる13.8％

感じる 62.4％

未記入 3.6％

未記入 3.3％

未記入 2.4％

未記入 4.8％

未記入 2.4％

未記入 1.8％

未記入 5.1％

未記入 2.3％

未記入 3％

わからない19.3％

わからない 26.4％

わからない 46.4％

知らない 64.3％

設置していない18.6％

知らない9.6％避難所のみ知っている26％

１つ 11.4％

わからない 31.6％

わからない 23.2％

感じない 54.2％

感じない 29.7％

感じない 38.3％

２〜４つ 50.6％

感じない52.3％

感じない11.4％

（未記入：16人・1.5％） （未記入：4人・0.4％）

問 K．新クリーンセンターの建設計画についてご存知ですか？

知っている31.6％ 未記入 2％聞いたことはある26.8％少し知っている23.5％

問 L．下呂市で普及させたいスポーツはありますか？

ある16.5％ 未記入 5％わからない55.8％ない 22.7％

全く知らない16.1％
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●あなたの健康づくりについておたずねします。(※未記入があるため合計数値が一致しません）

あ　る 習慣的ではないがある な　い
256人 24.6％ 298人 28.7％ 452人 43.5%

問Ａ．健康づくりのために習慣的に行っている身体運動はありますか？

問Ｂ．生活習慣病の観点から１日に 350グラムの野菜（両手３杯）を食べることが推奨されていますが、毎日どのくらいの量を食べていますか。
３杯以上 ２杯程度 １杯程度 ほとんど食べない まったく食べていない わからない

38人 3.7％ 217人 20.9％ 601人 57.8％ 88人 8.5％ 9人 0.9％ 60人 5.8％

　アンケートの結果から、市民と行政が力をあわせて、まちづくりに取り
組んでいると感じる人が大変少ないことがわかりました。これから将来に
わたって、継続的により暮らしやすい“元気な下呂市”を保ち続けていく
ためには、全てを行政が担うのではなく、住民と行政による「協働」によっ
て、地域課題を効果的に解決していくことが必要です。地域の身近な課題
を解決するためには、各種団体などが単独で活動していくよりも、地域全
体で意見を出し合い、連携・協力して活動することによって、より地域住
民の要望に的確に応えることができると思われます。現在、市ではまちづ
くりにおける「市の役割」「住民の役割」などを明確にしながら、住みよ
い豊かな地域社会を築くため、それぞれの個性を活かした地域づくり活動
が、市内各地域で活発に行えるような仕組みづくりを市民の皆さんととも
に検討し、取り組みはじめています。皆さんから、たくさんのご意見をい
ただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

市民アンケート結果を市政に

●家庭での防災対策についておたずねします。(※未記入があるため合計数値が一致しません）

すべて 寝室のみ 寝室と他の部屋一部 他の部屋全部または一部 なにもしていない わからない
37人 3.6％ 99人 9.5％ 140人 13.5% 146人 14％ 565人 54.3％ 23人 2.2％

問Ａ．家具を転倒防止のため、固定していますか？

問Ｂ．食料や水の備蓄をしていますか？
３日以上の備蓄 3日未満の備蓄 していない

134人 12.9％ 351人 33.8％ 532人 51.2％

●テレビやインターネットについておたずねします。(※未記入があるため合計数値が一致しません）

加入している 未加入 わからない
649人 62.4％ 341人 32.8％ 21人 2%

問Ａ．下呂ネットサービスに加入していますか？

問Ｂ．「加入している」と答えた方に伺います。チャンネル下呂の「週刊まめなかな」をどのくらい視聴していますか？
毎　週 月に1、2回 年に数回 ほぼ見ない 見たことがない わからない

191人 29.4% 262人 40.4% 88人 13.6％ 76人 11.7％ 20人 3.1% 1人 0.2%

※今回の広報紙では、各年度との比
較や全てのアンケート項目について
掲載していませんが、詳細な内容に
ついては市ホームページをご覧いた
だくか、経営管理部総合政策課で閲
覧することができます。

【結果から】今回のアンケートで、半数近い市民に運動習慣がなく、９割以上の市民は野菜の摂取量が少な
いという結果が出ています。このため、今年度策定する健康増進計画「健康げろ 21（第 2次）」（仮称）にお
いては、市民の主体的な取り組みによる生活習慣の改善を推進します。

【結果から】家具の転倒防止対策については、半数以上の方が何も対策をしていません。皆さんの防災意識
が十分でないことがわかります。非常時の備蓄については、何もしていない方が半数以上という結果から、
災害時における行政への依存度が高いと思われます。自分の命は自分で守ること、地域内での助け合いが大
切であることを広く周知し、防災意識の向上に努めます。

【結果から】下呂ネットサービス（GNS）加入者のうち、７割以上が「週間まめなかな」を視聴されています。
番組に対するさまざまなご意見も多く寄せられていますので、今後の番組編成に反映させていきたいと思います。
また、インターネットを利用する方のうち、GNS 利用は４割程度と少ないことから、利用者の増加を目指します。
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災
害
に
備
え
て
“
今
”
で
き
る
こ
と

防
災
訓
練
に

　家
族
み
ん
な
で

　
　
　参
加
し
よ
う

　午
前
８
時
、
同
報
無
線
か
ら
流
れ
る
サ
イ
レ
ン
が

地
震
発
生
の
合
図
で
す
。
地
震
が
発
生
し
た
と
仮
定

し
て
、
避
難
訓
練
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。
避
難
後

は
自
治
会
や
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
、
お
よ
び
消
防

団
の
指
示
で
訓
練
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

★
訓
練
の
内
容

１
．各
地
区
・
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
訓
練（
全
地
区
）

２
．
関
係
機
関
、協
定
団
体
な
ど
と
の
連
携
訓
練

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
金
山
町
金
山
第
２
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　 【
総
務
部
・
防
災
情
報
課
】

 

　
災
害
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
４
月

13
日
に
、
兵
庫
県
の
淡
路
島
で
発
生
し
た
最
大
震
度
６
弱
の
地
震
も
、

発
見
さ
れ
て
い
な
い
断
層
が
引
き
起
こ
し
た
も
の
で
す
。

　
下
呂
市
で
も
阿
寺
断
層
帯
で
の
地
震
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
地
震
は
ど
こ
で
発
生
す
る
か
予
測
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
災
害
は
自
然
が
相
手
で
あ
る
こ
と
か
ら
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
、

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
備
え
を
し
て
お

く
こ
と
で
す
。

　
防
災
訓
練
を
機
に
、
家
の
中
の
危
険
箇
所
、
避
難
場
所
は
ど
こ
か
な

ど
各
自
・
家
族
で
今
一
度
確
認
し
、
積
極
的
に
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

下呂市総合防災訓練
９月１日（日）午前８時から　市内各所において
～震度６強　下呂市を震源とする巨大地震が発生～

※写真はすべて昨年度の防災訓練の様子です。
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下呂市青少年育成顕彰「わかあゆ賞」受賞者

１号顕彰【学芸・文化】
杉山蒼、早川香穂、小畑諒晟、佐々木琴音、長尾清
可、小林主、水口一樹、今瀬拓音、小川遥、岩垣龍
空、二ッ谷和那美、小林未桜、藤原健太郎、今井創
太、青木望希、松井銀矢、青木麻里杏、井戸希、木
村江里菜、舩坂春樹、丸山史織、田城遥、伊藤萌々香、
舩坂玲奈、青木優奈、二村実希、末武鋭也、打越和
弥、今井謙介、田口裕太、内木朝飛、益田清風高校
地域研究、益田清風高校社会探究、益田清風高校自
然科学同好会、工藤憂子、熊﨑真由、河合春来、中
島綾香、青木悠樹奈、今井菜摘

２号顕彰【スポーツ】
小池譲也、市村紅葉、神戸幹也、日下部真優、松井
亜美、梅田莉樹子、青木天平、伊藤勇吏、杉山郁香、
塚中彩海、中村光希、中島智衣、勝野ひかり、河島
圭伍、大前美鈴、今井美彰、片岡宏王、水野初帆、
岩佐芽衣子、齋藤里華

３号顕彰【奉仕】
下呂市ジュニアリーダーズクラブ

４号顕彰【善行】
梅田佳那、進藤久実、中島菜摘、田口啓太、林蓮
　
　以上、４団体と 62人の皆さんが受賞されました。
　おめでとうございました。

下
呂
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

　

第
８
回
下
呂
市
青
少
年
育
成
市

民
会
議
が
小
坂
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
文
化

や
ス
ポ
ー
ツ
、
奉
仕
の
各
分
野
で

活
躍
し
た
青
少
年
を
表
彰
す
る

「
わ
か
あ
ゆ
賞
授
与
式
」
や
「
少

年
の
主
張
下
呂
市
大
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
わ
か
あ
ゆ
賞
で
は
４

つ
の
団
体
と
62
人
に
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
少
年
の
主
張
下
呂
市
大
会
で

は
、
市
内
の
中
学
校
か
ら
選
出
さ

れ
た
７
人
の
代
表
生
徒
が
ス
ピ
ー

チ
を
行
い
ま
し
た
。
日
常
生
活
で

感
じ
た
こ
と
や
、
海
外
派
遣
事
業

で
の
交
流
を
通
じ
て
の
思
い
な
ど

を
、
２
０
０
人
以
上
の
来
場
者
を

前
に
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に

山
田
あ
さ
ひ
さ
ん
（
下
呂
中
３
年
）

の
「
大
丈
夫
」
が
、
優
秀
賞
に
青

木
愛め
ぐ
みさ
ん
（
竹
原
中
３
年
）
の
「
地

歌
舞
伎
と
わ
た
し
」
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
お
二
人
は
、
市
の
代
表

と
し
て
少
年
の
主
張
岐
阜
県
大
会

飛
騨
地
区
選
考
会
へ
推
薦
さ
れ
ま

し
た
。
ほ
か
５
人
の
発
表
者
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。
倉
田
優
希
さ
ん

（
小
坂
中
３
年
）
▼
森
澤
香
乃
さ
ん

（
馬
瀬
中
３
年
）▼
安
田
勇
さ
ん（
萩

原
南
中
３
年
）
▼
阿
部
優
歩
さ
ん

（
金
山
中
３
年
）
▼
木
村
江
里
菜
さ

ん
（
萩
原
北
中
３
年
）

　【
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課
】 最優秀賞に輝いた山田あさひさん

青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進

　

　
市
制
10
周
年
を
記
念
し
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ど
自
慢
」
が
下
呂
交
流
会
館

温ほ
っ
とア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
司

会
は
小
田
切
千
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
ゲ

ス
ト
に
森
進
一
さ
ん
と
秋
元
順
子
さ

ん
を
迎
え
、
全
国
に
生
放
送
で
中
継

さ
れ
ま
し
た
。

　
前
日
の
予
選
会
に
は
２
５
０
組
が

出
場
、
そ
の
中
か
ら
20
組
が
本
選
に

出
場
し
ま
し
た
。
１
５
０
０
人
も
の

観
客
が
見
守
る
中
、
岩
木
呂
精
吉
さ

ん
（
下
呂
市
幸
田
）
が
見
事
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。

　
出
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
元
気

い
っ
ぱ
い
で
、
い
き
い
き
と
し
た

下
呂
市
を
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。

　
　
　
　【
観
光
商
工
部
・
観
光
課
】

　
　【
経
営
管
理
部
・
総
合
政
策
課
】

市制10周年記念「NHKのど自慢」

（敬称略）

本選に出場した 20組の皆さん

　
　
　
　
　★
下
呂
・
中
津
川

　
　
　
　
　
両
市
長
が
東
京
で

　
　
　
　
　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

　２
０
２
７
年
開
業
予
定
の
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
中
津
川
駅

設
置
に
向
け
、
首
都
圏
で
の
観

光
Ｐ
Ｒ
活
動
を
両
市
の
市
長
ら

が
行
い
ま
し
た
。

　
　【観
光
商
工
部
・
観
光
課
】

★
ふ
る
さ
と
林
道「
椹
さ
わ
ら
だ
に谷
線
」完
成

　小
坂
町
落
合
地
区
を
起
点
と

し
、
濁
河
地
区
に
至
る
椹
谷
林

道
の
全
長
17
・
８
キ
ロ
の
う
ち

新
た
に
２
・
３
キ
ロ
が
完
成
し
、

完
成
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　【農
林
部
・
林
務
課
】
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災
害
に
備
え
て
“
今
”
で
き
る
こ
と

防
災
訓
練
に

　家
族
み
ん
な
で

　
　
　参
加
し
よ
う

　午
前
８
時
、
同
報
無
線
か
ら
流
れ
る
サ
イ
レ
ン
が

地
震
発
生
の
合
図
で
す
。
地
震
が
発
生
し
た
と
仮
定

し
て
、
避
難
訓
練
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。
避
難
後

は
自
治
会
や
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
、
お
よ
び
消
防

団
の
指
示
で
訓
練
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

★
訓
練
の
内
容

１
．各
地
区
・
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
訓
練（
全
地
区
）

２
．
関
係
機
関
、協
定
団
体
な
ど
と
の
連
携
訓
練

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
金
山
町
金
山
第
２
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　 【
総
務
部
・
防
災
情
報
課
】

 

　
災
害
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
４
月

13
日
に
、
兵
庫
県
の
淡
路
島
で
発
生
し
た
最
大
震
度
６
弱
の
地
震
も
、

発
見
さ
れ
て
い
な
い
断
層
が
引
き
起
こ
し
た
も
の
で
す
。

　
下
呂
市
で
も
阿
寺
断
層
帯
で
の
地
震
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
地
震
は
ど
こ
で
発
生
す
る
か
予
測
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
災
害
は
自
然
が
相
手
で
あ
る
こ
と
か
ら
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
、

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
備
え
を
し
て
お

く
こ
と
で
す
。

　
防
災
訓
練
を
機
に
、
家
の
中
の
危
険
箇
所
、
避
難
場
所
は
ど
こ
か
な

ど
各
自
・
家
族
で
今
一
度
確
認
し
、
積
極
的
に
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

下呂市総合防災訓練
９月１日（日）午前８時から　市内各所において
～震度６強　下呂市を震源とする巨大地震が発生～

※写真はすべて昨年度の防災訓練の様子です。
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下呂市青少年育成顕彰「わかあゆ賞」受賞者

１号顕彰【学芸・文化】
杉山蒼、早川香穂、小畑諒晟、佐々木琴音、長尾清
可、小林主、水口一樹、今瀬拓音、小川遥、岩垣龍
空、二ッ谷和那美、小林未桜、藤原健太郎、今井創
太、青木望希、松井銀矢、青木麻里杏、井戸希、木
村江里菜、舩坂春樹、丸山史織、田城遥、伊藤萌々香、
舩坂玲奈、青木優奈、二村実希、末武鋭也、打越和
弥、今井謙介、田口裕太、内木朝飛、益田清風高校
地域研究、益田清風高校社会探究、益田清風高校自
然科学同好会、工藤憂子、熊﨑真由、河合春来、中
島綾香、青木悠樹奈、今井菜摘

２号顕彰【スポーツ】
小池譲也、市村紅葉、神戸幹也、日下部真優、松井
亜美、梅田莉樹子、青木天平、伊藤勇吏、杉山郁香、
塚中彩海、中村光希、中島智衣、勝野ひかり、河島
圭伍、大前美鈴、今井美彰、片岡宏王、水野初帆、
岩佐芽衣子、齋藤里華

３号顕彰【奉仕】
下呂市ジュニアリーダーズクラブ

４号顕彰【善行】
梅田佳那、進藤久実、中島菜摘、田口啓太、林蓮
　
　以上、４団体と 62人の皆さんが受賞されました。
　おめでとうございました。

下
呂
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

　

第
８
回
下
呂
市
青
少
年
育
成
市

民
会
議
が
小
坂
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
文
化

や
ス
ポ
ー
ツ
、
奉
仕
の
各
分
野
で

活
躍
し
た
青
少
年
を
表
彰
す
る

「
わ
か
あ
ゆ
賞
授
与
式
」
や
「
少

年
の
主
張
下
呂
市
大
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
わ
か
あ
ゆ
賞
で
は
４

つ
の
団
体
と
62
人
に
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
少
年
の
主
張
下
呂
市
大
会
で

は
、
市
内
の
中
学
校
か
ら
選
出
さ

れ
た
７
人
の
代
表
生
徒
が
ス
ピ
ー

チ
を
行
い
ま
し
た
。
日
常
生
活
で

感
じ
た
こ
と
や
、
海
外
派
遣
事
業

で
の
交
流
を
通
じ
て
の
思
い
な
ど

を
、
２
０
０
人
以
上
の
来
場
者
を

前
に
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に

山
田
あ
さ
ひ
さ
ん
（
下
呂
中
３
年
）

の
「
大
丈
夫
」
が
、
優
秀
賞
に
青

木
愛め
ぐ
みさ
ん
（
竹
原
中
３
年
）
の
「
地

歌
舞
伎
と
わ
た
し
」
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
お
二
人
は
、
市
の
代
表

と
し
て
少
年
の
主
張
岐
阜
県
大
会

飛
騨
地
区
選
考
会
へ
推
薦
さ
れ
ま

し
た
。
ほ
か
５
人
の
発
表
者
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。
倉
田
優
希
さ
ん

（
小
坂
中
３
年
）
▼
森
澤
香
乃
さ
ん

（
馬
瀬
中
３
年
）▼
安
田
勇
さ
ん（
萩

原
南
中
３
年
）
▼
阿
部
優
歩
さ
ん

（
金
山
中
３
年
）
▼
木
村
江
里
菜
さ

ん
（
萩
原
北
中
３
年
）

　【
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課
】 最優秀賞に輝いた山田あさひさん

青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進

　

　
市
制
10
周
年
を
記
念
し
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ど
自
慢
」
が
下
呂
交
流
会
館

温ほ
っ
とア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
司

会
は
小
田
切
千
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
ゲ

ス
ト
に
森
進
一
さ
ん
と
秋
元
順
子
さ

ん
を
迎
え
、
全
国
に
生
放
送
で
中
継

さ
れ
ま
し
た
。

　
前
日
の
予
選
会
に
は
２
５
０
組
が

出
場
、
そ
の
中
か
ら
20
組
が
本
選
に

出
場
し
ま
し
た
。
１
５
０
０
人
も
の

観
客
が
見
守
る
中
、
岩
木
呂
精
吉
さ

ん
（
下
呂
市
幸
田
）
が
見
事
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。

　
出
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
元
気

い
っ
ぱ
い
で
、
い
き
い
き
と
し
た

下
呂
市
を
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。

　
　
　
　【
観
光
商
工
部
・
観
光
課
】

　
　【
経
営
管
理
部
・
総
合
政
策
課
】

市制10周年記念「NHKのど自慢」

（敬称略）

本選に出場した 20組の皆さん

　
　
　
　
　★
下
呂
・
中
津
川

　
　
　
　
　
両
市
長
が
東
京
で

　
　
　
　
　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

　２
０
２
７
年
開
業
予
定
の
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
中
津
川
駅

設
置
に
向
け
、
首
都
圏
で
の
観

光
Ｐ
Ｒ
活
動
を
両
市
の
市
長
ら

が
行
い
ま
し
た
。

　
　【観
光
商
工
部
・
観
光
課
】

★
ふ
る
さ
と
林
道「
椹
さ
わ
ら
だ
に谷
線
」完
成

　小
坂
町
落
合
地
区
を
起
点
と

し
、
濁
河
地
区
に
至
る
椹
谷
林

道
の
全
長
17
・
８
キ
ロ
の
う
ち

新
た
に
２
・
３
キ
ロ
が
完
成
し
、

完
成
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　【農
林
部
・
林
務
課
】



お 知 ら せ

　腎臓機能障がい者の福祉の増進を図ることを目
的に、人工透析療養を受けるために医療機関へ通
院した人に対して、通院手当を支給します。
◆対象者　市内に居住し、腎臓機能障がいによる
身体障害者手帳の交付を受けている人　　　
　（申請には医療機関の通院証明書が必要）
◆支給額　通院１回につき400 円
◆支給対象期間　6月～ 8月の通院分
◆申請期限　9月13日（金）
◇問合先／福祉部社会福祉課 ☎ 52-3936 （内線 606）

人工透析療養者へ通院手当が支給されます
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クマ出没注意 !!
　ツキノワグマとの遭遇による人身被害を防止するため、
次のことに注意してください。

【問合先】農林部農務課　☎５２－２０００（内線４１６）

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
、
支
え
あ
い
の
地
域
社
会

米国アラスカ州のケチカン市の小中学校で、日本語
の指導や国際交流の仕事に関わる方を募集します。
◆派遣人員　１人
◆雇用期間　平成 26 年 8月1日～平成 27年 7月 31日
◆報　　酬　月額報酬 25 万円
◆応募資格　①小学校または中学校の教員資格を
持つ方。または同等の指導力があると認められる方。
②普通自動車運転免許
◆応募締切　8月19日（月）
◆応募方法　国際交流についての小論文および申
込書に地域職業相談書の紹介状を添えて人事課へ
提出してください。
※小論文についての詳細は社会教育課（電話 52-
2900）へお問い合わせください。
※申込書は人事課および地域職業相談所にあります。
◇問合先／総務部人事課　☎ 24-2222（内線 222）

　米国ケチカン市派遣日本語指導員募集

　知的・精神障がい者の社会参加を促進し、経済
的負担を軽減するために交通費を支給します。
◆対象者　市内に居住する在宅の方で、療育手帳ま
たは精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている
方および療育手帳の交付を受けている方の付添人
※通院は障がいに起因する場合に限ります。
◆支給対象期間　平成 25 年 3月～ 8月の通院分　
◆申請期限　9月13日（金）
◇問合先／福祉部社会福祉課☎ 52-3936（内線 606）

知的・精神障がい者の交通費を助成します

　山・木・水とふれあう下呂山の日イベント「第 64 回
下呂市みどりの祭り」を開催します。
◆日　時▷8月18日（日）10 時～15 時
◆会　場▷萩原町四美　皇樹の杜
◆内　容▷木工教室（有料）、
　さかなのつかみどり、流木で工作
　（事前申込）など
※詳しくは新聞折り込みチラシをご覧ください。
◇問合先／農林部林務課
　　　　☎ 52-2000（内線 424）

下呂山の日イベント
　「第64回下呂市みどりの祭り」開催！

◎クマとの遭遇を避ける
　鈴やラジオなど音の出るものを携帯し、人間の存在を知らせる。
◎遠くにクマがいる場合、落ち着いてクマから遠ざかる。
◎遭遇した場合は状況を見極め、冷静な判断をする。
◎走って逃げることはなるべく避ける。
　クマは逃げるものを追う習性がある。
◎子グマでも近づかない。
　母グマが近くにいるかもしれません。

　平成 24 年 10月1日に下呂市が「平和市長会議」
に加盟したことを受け、下記の日程で原爆ポスター
展と「核兵器禁止条約」に関する市民署名を行いま
す。
◆期　間　平成 25 年 8月1日（木）～15日（木）
◆時　間　8 時 30 分～17 時 15 分（土・日は除く）
◆場　所　下呂市役所下呂庁舎　1階ロビー
◇問合先／総務部総務課☎ 24-2222（内線２１２）

　　原爆ポスター展（平和市長会議）

ゆずり合い　せまい道路も　広くなる
8 月は道路ふれあい月間
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種別 団地名 住戸番号 構造・階数 間取り 家賃（円） 建設年度 住所
公営 塚田住宅 204号 中層耐火５階建 3K 13,000～25,500 Ｓ52 森
公営 中宮団地 1号棟306号 中層耐火3階建 ３Ｋ 17,300～33,900 Ｓ59 金山町金山

公営 中宮団地 2号棟201号 中層耐火3階建 3Ｋ 17,600～34,600 Ｓ59 金山町金山

8 月募集住宅 ◆募集期間▷ 8月 1日～ 26 日まで　◆入居予定日▷ 10 月 1日
◇問合先／建設部建築課 ☎ 52-2000  内線 218
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◆一般曹候補生　18 才以上 27 才未満
　受付期間（試験日）・・・8/1 ～ 9/6（9/16）
◆自衛官候補生　18 才以上 27 才未満
　受付期間（試験日）・・・8/1 ～ 9/6（9/16）
◆航空学生　高卒（見込含）21 才未満
　受付期間（試験日）・・・8/1 ～ 9/6（9/21）
◇問合先／自衛隊高山出張所　☎ 0577-32-3028

家庭でも電気の
安全点検を！

市有地有効活用
　　研究会の参加募集

8月は「電気使用安全月間」です。

　児童扶養手当を受けている方と所得制限により同手
当の支給が停止されている方に、現在の状況を確認す
るため「児童扶養手当現況届」の提出をお願いしてい
ます。（対象者には郵送で書類をお送りしています）
　提出がない場合は、８月分以降の手当が受けら
れなくなりますので、ご注意ください。
　詳しくは郵送された書類をご覧ください。
◇問合先／市民部市民課☎ 24-2222（内線 116）

　  児童扶養手当現況届の提出について

　岐阜県警察官募集
　岐阜県警察では平成 25 年度警察官Ａと警察官
Ｂ採用試験を次のとおり実施します。
◆受験資格　【警察官Ａ】昭和 57 年 4 月 2 日以降
に生まれた大卒または平成 26 年 3 月 31日までに大
学卒業見込みの男性【警察官Ｂ】昭和 57 年 4 月 2 日
から平成 8 年 4 月１日までに生まれた大卒以外の方
◆第 1 次試験日　9 月 22 日（日）
◆試験会場（警察官Ａ）岐阜市
　　　　　 （警察官Ｂ）岐阜市、多治見市、高山市
◆受付期間　8 月 2 日（金）～ 20 日（火）
◆問合先／下呂警察署　☎ 52-0110                    

　高温多湿の夏場は、１年のうちで感電や電気事故
の最も多い季節です。このため、経済産業省の主唱
のもと、８月を「電気使用安全月間」として、全国
一斉に電気使用安全を呼びかけています。

　下呂温泉病院跡地や旧下呂館跡地など、市有地について有効活用の
あり方を検討する研究会を開催します。ゲスト講師による勉強会やグ
ループ討議などを通して、市全体の活性化や産業振興を見据えた「ま
ちづくりビジョン」を提言していただける市民メンバーを募集します。

●電気のご相談は　（一財）中部電気保安協会
　高山営業所　☎ 0577-33-4645

　返しきれない借金の支払いに困っている、利息
を払い過ぎているかもしれない、と悩んでいる方
はご相談ください。
◆日　時　8 月10 日（土）13 時～ 16 時
◆場　所　岐阜県県民生活相談センター
　（岐阜市薮田南 5-14-53　ふれあい福寿会館 1
棟 5 階）
◆相談方法　①面接相談（要予約・8 月 9 日まで
に電話で申し込みください）
②電話相談（開催日の時間内に☎ 058-277-1003 へ）
◇申込・問合先／県民生活相談センター
　　　　　　　　　　　☎ 058-277-1003

多重債務無料相談会

　　◇◆◇◆◇◆◇チェックポイント◇◆◇◆◇◆◇
・傷んだ電線、コードを使っていませんか
・洗濯機、電子レンジにアースは付けてありますか
・漏電遮断器は取り付けてありますか
・１つのコンセントからたくさんの電気を使っていませんか

◆募集期間　８月１日（木）～８月 30 日（金）
◆応募条件　市内在住 20 歳以上の方で全市を見据えたビジョ
　　　　　　ン提言に対し前向きにご参加いただける方。
◆募集人数　15 名程度（応募多数の場合は抽選）
◆開催日程　９月～翌年３月の間で５回程度
　※平日夜間（19 時 30 分～ 21 時 30 分）
◆応募方法　参加申込書を募集期間中に総合政策課または
　各振興事務所へご提出ください。（ファックス可）
　※申込書は、総合政策課または各振興事務所窓口にあります。
また、下呂市ホームページからもダウンロードできます。
◆参 加 費　無料
◇提出・問合先／経営管理部総合政策課　電話 24-2222（内線 254）
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はご相談ください。
◆日　時　8 月10 日（土）13 時～ 16 時
◆場　所　岐阜県県民生活相談センター
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チャンネル下呂の番号
    ◆地上デジタル放送
　市内全地域…12

時 分 番組名

7
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 下呂へ GO! 

8
0 もっと！週刊まめなかな

30 下呂観光番組

9
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 岐阜県情報 

10 0 サイエンスチャンネル

11
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 多チャンネルのご案内

12
0 もっと！週刊まめなかな

30 岐阜県情報

13
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 下呂へ GO! 

14 0 チャンネル下呂インフォメーション

15
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 チャンネル下呂インフォメーション

16
0 もっと！週刊まめなかな

30 防災情報

17
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 岐阜県情報

18 0 サイエンスチャンネル

19
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 下呂へＧＯ！

20
0 もっと！週刊まめなかな

30 下呂観光番組 

21
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 岐阜県情報

22 0 サイエンスチャンネル

23
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 多チャンネルのご案内 

0～6 0 お買物情報

チャンネル下呂特別番組「鳳凰座歌舞伎　定期公演」

下呂市御�野の鳳凰座で今年 5 月 3 日と 4 日に「鳳凰座歌舞
伎　定期公演」が行われました。
このうち、4 日の公演の模様を
チャンネル下呂では特別番組と
してお送りします。
●放送チャンネル・・・
　地上デジタル 12 チャンネル
●放送日時・・・平成 25 年 8 月 14 日（水）13 時～
　　　　　　　　　　　　　　 　8 月 15 日（木）13 時～

●週刊まめなかな（毎週水曜日更新）
　季節の話題、スポーツ、展示会から学校の行事まで、市内の話
題が満載の市民のための情報番組です。朝７時から２時間おきに
１日９回放送します。

〈8月のコーナー〉
8/7 ～ 8/20こんにちは！市役所です
　市役所から耳寄りな情報や話題などをお知らせします。
　今回は、下呂市の下水道事情につい
てお送りします。
8/21 ～ 9/3なかよし保育園
　下呂市内の元気いっぱいの
   おともだちを紹介します。
　今回は宮田保育園を紹介します。

●週刊まめなかな　夏休み再放送特番
　平成 24 年度版「下呂市小学校リレー訪問」
  「なかよし保育園」をお送りします。
　◇ 8/7 ～ 8/13　竹原小学校
　◇ 8/14 ～ 8/20　金山小学校、萩原南保育園　年少児
●下呂へ GO ！（毎月１日更新）
下呂市の魅力をお届け！
オススメのグルメスポット、
観光スポットを紹介します。

★情報提供はこちらへ★
チャンネル下呂  FAX   34-0701

ハガキ 〒509-1695
下呂市金山町大船渡 600 番地 8
金山振興事務所内 CCN（株）
メール  chgero@ccn-catv.co.jp HP http://geronet.info/chgero/

※いずれの場合もお名前と連絡先を必ずご記入ください。
※情報提供にかかる個人情報は、目的以外には使用しません。

チャンネル下呂ではスポットCMを募集しています。詳しくは下呂ネットサービスまで☎ 25-3336
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は
延
べ
面
積
の
２
分
の

１
以
上
が
住
宅
部
分
の
も
の
）で
、

特
別
の
認
定
を
受
け
た
工
法
で
な

い
も
の
。

▼
現
地
調
査

　
市
か
ら
岐
阜
県
木
造
住
宅
耐
震

診
断
士
を
派
遣
し
耐
震
診
断
を
行

い
ま
す
。
実
施
後
、
診
断
結
果
と
耐

震
補
強
工
事
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ

イ
ス
（
概
算
の
補
強
工
事
費
な
ど
）

を
所
有
者
の
方
に
説
明
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

８
月
～
９
月（
10
月
か
ら
の
診
断
）

10
月
～
11
月（
12
月
か
ら
の
診
断
）

※
申
し
込
み
状
況
に
よ
り
実
施
ま
で

に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
す
す
め
よ
う

　
市
で
は
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
、
無
料
耐
震
診

断
や
耐
震
補
強
工
事
費
の
補
助
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
大
地
震
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
か
ら
、生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

制
度
を
利
用
し
て
住
宅
の
耐
震
化
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

耐
震
補
強
工
事
費
の
補
助

▼
対
象
と
な
る
住
宅

　
木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断
に

よ
っ
て
「
補
強
が
必
要
で
あ
る
」

と
診
断
さ
れ
た
場
合
に
、
住
宅
の

耐
震
補
強
工
事
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
工
事
な
ど

　
木
造
住
宅
耐
震
相
談
士
に
よ
る

設
計
、
工
事
監
理
を
行
う
耐
震
補

強
工
事
に
要
す
る
工
事
費
。

▼
補
助
金
の
額

　
補
助
対
象
と
な
る
耐
震
補
強
工

事
費
に
対
し
て
最
高
１
１
５
万
円

の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間
　
11
月
末
ま
で

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
建
設
部
・
建
築
課
】

  

☎
52
・
２
０
０
０ 

内
線
２
１
８

インド洪水災害救援金 9月24日㈫まで受付
口　　座   ゆうちょ銀行 00110 － 2 － 5606

口座名義   日本赤十字社

※通信欄に「2013 年インド洪水災害」と明記してください。

問合先　福祉部社会福祉課　☎52-3936

 

退
職

▽
下
呂
地
域
振
興
課
・

主
事

　
　長
谷
川
雄
大

　６
月
30
日
付

　【総
務
部
・
人
事
課
】

■
市
職
員
の
異
動

平成25年度　知的障がい者を対象とした

　　　　下呂市職員採用試験案内
■職種▷技能労働職
■受験資格▷昭和 58 年 4 月 2 日から平成 8 年 4
月 1日までに生まれた方▷療育手帳の交付を受け
ている方▷採用後は下呂市内に住所を有する方▷
自力で通勤できる方ほか
■採用予定人数▷若干名
■採用予定日▷平成 26 年 4 月 1 日（火）
■職務内容▷使送等の業務および庁舎内用務
■試験の方法▷日時　9月 20 日（金）9時～
　　　　　　　場所　下呂市役所　
　　　　　　　　　　　下呂庁舎　3階会議室
　　　　　　　内容　個別面接、
　　　　　　　　　　筆記試験（読み書き計算問題）

■合格発表▷ 10 月上旬頃
　　　　　　合格者に合否結果を文書で通知します
■申込方法▷試験案内、申込書を人事課、各振興事
務所の窓口でお渡しします。必要書類（下呂市職員
採用試験申込書・受験票・療育手帳の写し）を添付
の上、人事課へ直接または郵送でお申込みください。
■申込受付期間▷ 8月 1日（木）～ 29 日（木）
　※ 29 日は 17 時 15 分まで
　　（郵送の場合も 8月 29 日必着）

■申込先▷下呂市役所　総務部　人事課
　　　　　〒 509-2295　下呂市森 960 番地
　　　　　☎ 0576-24-2222（内線 221）　　　　



市役所庁舎　（下呂）☎24-2222　（萩原）☎52-2000
振興事務所　（小坂）☎62-3111　（金山）☎32-2201　（馬瀬）☎47-2111　教育委員会　☎52-2900☎

HV

HV

HV

チャンネル下呂
３月の番組表

チャンネル下呂
8月の番組表

HV

HV

HV

HV

HV

HV

HV

HV

HV   

HV

HV

HV

HV

チャンネル下呂の番号
    ◆地上デジタル放送
　市内全地域…12

時 分 番組名

7
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 下呂へ GO! 

8
0 もっと！週刊まめなかな

30 下呂観光番組

9
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 岐阜県情報 

10 0 サイエンスチャンネル

11
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 多チャンネルのご案内

12
0 もっと！週刊まめなかな

30 岐阜県情報

13
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 下呂へ GO! 

14 0 チャンネル下呂インフォメーション

15
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 チャンネル下呂インフォメーション

16
0 もっと！週刊まめなかな

30 防災情報

17
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 岐阜県情報

18 0 サイエンスチャンネル

19
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 下呂へＧＯ！

20
0 もっと！週刊まめなかな

30 下呂観光番組 

21
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 岐阜県情報

22 0 サイエンスチャンネル

23
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 多チャンネルのご案内 

0～6 0 お買物情報

チャンネル下呂特別番組「鳳凰座歌舞伎　定期公演」

下呂市御�野の鳳凰座で今年 5 月 3 日と 4 日に「鳳凰座歌舞
伎　定期公演」が行われました。
このうち、4 日の公演の模様を
チャンネル下呂では特別番組と
してお送りします。
●放送チャンネル・・・
　地上デジタル 12 チャンネル
●放送日時・・・平成 25 年 8 月 14 日（水）13 時～
　　　　　　　　　　　　　　 　8 月 15 日（木）13 時～

●週刊まめなかな（毎週水曜日更新）
　季節の話題、スポーツ、展示会から学校の行事まで、市内の話
題が満載の市民のための情報番組です。朝７時から２時間おきに
１日９回放送します。

〈8月のコーナー〉
8/7 ～ 8/20こんにちは！市役所です
　市役所から耳寄りな情報や話題などをお知らせします。
　今回は、下呂市の下水道事情につい
てお送りします。
8/21 ～ 9/3なかよし保育園
　下呂市内の元気いっぱいの
   おともだちを紹介します。
　今回は宮田保育園を紹介します。

●週刊まめなかな　夏休み再放送特番
　平成 24 年度版「下呂市小学校リレー訪問」
  「なかよし保育園」をお送りします。
　◇ 8/7 ～ 8/13　竹原小学校
　◇ 8/14 ～ 8/20　金山小学校、萩原南保育園　年少児
●下呂へ GO ！（毎月１日更新）
下呂市の魅力をお届け！
オススメのグルメスポット、
観光スポットを紹介します。

★情報提供はこちらへ★
チャンネル下呂  FAX   34-0701

ハガキ 〒509-1695
下呂市金山町大船渡 600 番地 8
金山振興事務所内 CCN（株）
メール  chgero@ccn-catv.co.jp HP http://geronet.info/chgero/

※いずれの場合もお名前と連絡先を必ずご記入ください。
※情報提供にかかる個人情報は、目的以外には使用しません。

チャンネル下呂ではスポットCMを募集しています。詳しくは下呂ネットサービスまで☎ 25-3336
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暑
さ
を
で

き
る
だ
け
避

け
る
工
夫
も

必
要
で
す
。

室
内
に
い
る

と
き
は
扇
風

機
や
エ
ア
コ

ン
、
す
だ
れ
や
打
ち
水
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
を

利
用
し
て
適
温
を
保
ち
ま
す
。
最
近
は
節
電

に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
等
で
、
暑
く
て
も

扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
用
さ
れ
な
い
方
も

み
え
ま
す
が
、
気
温
や
湿
度
が
高
い
日
は
無

理
を
せ
ず
に
使
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

外
出
時
は
帽
子
や
日
傘
な
ど
も
忘
れ
ず
に
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

　
熱
中
症
は
一
人
ひ
と
り
が
周
囲
に
気
を
配

り
、
予
防
を
呼
び
か
け
る
こ
と
で
も
発
生
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
家
庭
や
職
場
、

ご
近
所
な
ど
で
互
い
に
声
を
か
け
な
が
ら
、

暑
い
夏
を
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
熱
中
症
予
防
を
目
的
と
し
て
環
境
省

が
提
供
す
る
指
標
を
「
暑
さ
指
数
」

と
い
い
ま
す
。
屋
外
で
行
動
す
る
際

の
目
安
が
５
段
階
で
示
さ
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
環
境
省
熱
中
症
予
防
情
報
サ
イ
ト
）

http://w
w

w.wbgt.env.go.jp/

（NHK

　NEW
S W

EB
「
防
ご
う
熱
中
症
」）

http://www3.nhk.or.jp/news/heatstroke/

㎖
）
ぐ
ら
い
の
水
分
を
補
給
し
ま
す
。
日
中

は
コ
ッ
プ
半
分
程
度
の
水
分
を
１
時
間
に
１

回
程
度
補
給
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
運
動

時
や
作
業
時
は
大
量
に
発
汗
す
る
た
め
、
水

分
と
共
に
塩
分
の
補
給
も
必
要
で
す
。
１
ℓ

の
水
に
２
ｇ
く
ら
い
の
塩
を
入
れ
た
水
を
飲

み
ま
し
ょ
う
。
な
お
ビ
ー
ル
等
の
ア
ル
コ
ー

ル
類
は
利
尿
作
用
に
よ
り
水
分
を
排
泄
し
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
水
分
補
給
に
は
適
し
て

い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
高
齢
の
方
や
障
が
い
を
持
つ
方
、
お

子
さ
ん
は
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、

こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る
よ
う
、
周
囲
の

人
の
見
守
り
が
必
要
で
す
。

　
熱
中
症
は
、
高
温
多
湿
な
環
境
で
体
内
の

水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
体

温
調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か
ず
に
体
の
中
の

熱
が
た
ま
る
こ
と
で
発
症
し
ま
す
。
ま
た
体

調
不
良
や
暑
さ
慣
れ
し
て
い
な
い
な
ど
、
個

人
の
体
調
が
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
特
に
主
な
症
状
と
し
て
筋
肉
痛
や
大
量

の
汗
、
さ
ら
に
は
吐
き
気
や
倦
怠
感
な
ど
が

現
れ
、
重
症
に
な
る
と
意
識
障
害
が
起
こ
り

ま
す
。

　
こ
う
し
た
熱
中
症
を
予
防
す
る
に
は
、
ま

ず
水
分
・
塩
分
補
給
を
心
が
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
日
常
生
活
で
あ
れ
ば
、
就
寝
前
、

起
床
時
、入
浴
前
後
に
コ
ッ
プ
１
杯（
２
０
０

熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
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下
呂
市
森
８
０
１
‐
10（
下
呂
市
民
会
館
内
）

　
24
‐
１
２
０
０

　診
療
科
目

　　内
科
、
小
児
科

　
　
　
　
　
　（
急
病
患
者
に
限
り
ま
す
）

　診
療
日
　
　

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

　診
療
時
間
　

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
受
診
の
際
は
、
必
ず
保
険
証
や
お
薬
手

帳
（
あ
る
場
合
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
急
病
患
者
専
用
の
た
め
、
平
常
継
続
し

て
受
け
て
い
る
治
療
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

　さ
い
。（
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

8
・
9
月
の
担
当
医

8 月
4
日
（
日
）
小
林
源
博
（
こ
ば
や
し
整
形
外
科
）

11
日
（
日
）
村
瀬
寛
紀
（
村
瀬
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

18
日
（
日
）
奥
村
昇
司
（
お
く
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

25
日
（
日
）
近
藤
靖
士
（
近
藤
医
院
）

9 月
１
日
（
日
）
細
江
昭
比
古
（
市
立
中
原
診
療
所
）

８
日
（
日
）
大
塚
正
議
（
大
塚
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
）

15
日
（
日
）
田
中
隆
平
（
田
中
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

16
日
（

　）
小
池
利
幸
（
小
池
医
院
）

22
日
（
日
）
藤
岡

　均
（
藤
岡
医
院
）

23
日
（

　）
黒
木
尚
之
（
黒
木
医
院
）

29
日
（
日
）
大
林
秀
成
（
萩
原
北
醫
院
）

※
都
合
に
よ
り
担
当
医
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
9
月
15
日
の
田
中
医
師
は
中
学
生
以
下
の
診
療
を
行
い
ま

　せ
ん
。
事
前
に
電
話
で
ご
確
認
の
上
、
下
呂
温
泉
病
院
、

　金
山
病
院
へ
受
診
く
だ
さ
い
。

※休日診療所の担当医は、地上デジタル放送ぎふチャン（8ch）のデータ放送でもご覧いただけます。

月
・祝

月
・祝

平
成
25
年
度
難
病
セ
ミ
ナ
ー
　
日
時
：
８
月
21
日
㈬
14
時
～
15
時
30
分
　
場
所
：
高
山
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
　
作
業
室
　
対
象
者
：
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
の
方
と
そ
の
ご
家
族
　
内
容
：
講
演
「
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」　
講
師
　
古
川
病
院
理
学
療
法
士
　
土
井
雅
史
さ
ん
　
申
込
・
お
問
合
わ
せ
：
飛
騨
保
健
所
（
☎
０
５
７
７
・
33
・
１
１
１
１
内
線
３
０
８
）　
※
８
月
14
日
㈬
ま
で
に
申
込
み
が
必
要
で
す
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８
月
１
日
～
31
日
は
食
中
毒
事
故
の
防
止

と
衛
生
管
理
の
向
上
に
つ
い
て
普
及
啓
発
を
図

る
、「
食
品
衛
生
月
間
」
で
す
。
食
中
毒
を
引

き
起
こ
す
細
菌
は
高
温
多
湿
な
環
境
で
増
殖
が

活
発
に
な
り
ま
す
。
温
度
や
湿
度
な
ど
の
条
件

が
そ
ろ
う
と
食
物
の
中
で
増
殖
し
、
そ
の
食
物

を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
食
中
毒
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
夏
は
細
菌
に
よ
る
食
中
毒
が
多
発
し
や

す
い
時
期
で
す
の
で
食
中
毒
予
防
の
３
大
原
則

を
心
掛
け
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

○
細
菌
を
つ
け
な
い

　
手
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
雑
菌
が
付
着
し
て
い
ま

す
。
食
中
毒
の
原
因
菌
が
食
べ
物
・
食
器
に
付

か
な
い
よ
う
に
こ
ま
め
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

○
細
菌
を
増
や
さ
な
い

　
細
菌
の
多
く
は
10
℃
以
下
で
は
増
殖
が
ゆ
っ
く

り
と
な
り
、
マ
イ
ナ
ス
15
℃
以
下
で
は
増
殖
が
停

止
し
ま
す
。
付
着
し
た
菌
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

生
鮮
食
品
や
お
総
菜
な
ど
は
購
入
後
、
で
き
る
だ

け
早
く
冷
蔵
庫
に
入
れ
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

○
細
菌
を
や
っ
つ
け
る

　
ほ
と
ん
ど
の
細
菌
は
加
熱
に
よ
っ
て
死
滅

し
ま
す
の
で
、
加
熱
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。
特

に
肉
料
理
は
中
心
ま
で
よ
く
加
熱
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
目
安
は
中
心
部
の
温
度
が
75
℃

で
１
分
以
上
加
熱
す
る
こ
と
で
す
。
ふ
き
ん
や

ま
な
板
、
包
丁
な
ど
の
調
理
器
具
に
も
、
細
菌

が
付
着
し
ま
す
。
特
に
肉
や
魚
、
卵
な
ど
を

使
っ
た
後
の
調
理
器
具
は
、
洗
剤
で
よ
く
洗
っ

て
か
ら
、
熱
湯
を
か
け
て
殺
菌
し
ま
し
ょ
う
。

　
食
品
の
調
理
や
取
扱
に
は
十
分
注
意
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
山
菜
狩
り
な
ど
で
誤
っ
て
有
毒
な
野
草

を
採
取
し
、
食
べ
た
こ
と
に
よ
る
食
中
毒

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
食
用
の
野
草
と
確

実
に
判
断
で
き
な
い
植
物
は
絶
対
に
採
ら

な
い
・
食
べ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
山
菜
に
混
じ
っ
て
有
毒
植
物
が
生
え
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
山
菜
狩
り
な
ど
を

す
る
と
き
は
、
１
本
１
本
よ
く
確
認
し
て
採

り
、調
理
前
に
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

野
草
を
食
べ
て
体
調
が
悪
く
な
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
脳
外
傷
友
の
会
　
高
志
（
家
族
会
）
の
方

を
講
師
と
し
て
、「
災
害
の
時
に
つ
い
て
考

え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。」
を
テ
ー
マ
に

題
名
の
集
い
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
参
加
を

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
飛
騨
保
健
所

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
：
８
月
30
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所
：
高
山
市
保
健
セ
ン
タ
ー
機
能
訓
練
室

対
象
：
ご
家
族
、
支
援
者

　
　
　（
福
祉
・
医
療
機
関
等
）

費
用
：
無
料

申
込
・
お
問
合
わ
せ
：
飛
騨
保
健
所

（
☎
０
５
７
７
・
33
・
１
１
１
１
内
線
３
１
２
）

８
月
は
食
品
衛
生
月
間
で
す

有
毒
植
物
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

新病院開院一周年を迎えて

　
新
病
院
は
旧
病
院
が
老
朽
化
し
建
物
の
維
持
が
困

難
に
な
っ
た
た
め
に
移
転
新
築
さ
れ
ま
し
た
。
診
療

を
始
め
て
一
年
。
床
面
積
は
1.5
倍
と
な
り
診
療
空
間

に
余
裕
は
出
来
ま
し
た
。
ま
た
病
院
周
辺
の
療
養
環

境
も
有
効
に
利
用
で
き
る
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
診
療
体
制
は
旧
病
院
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
引

き
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
本
来
病
院
に
必
要
で
あ
っ
た

も
の
を
の
ぞ
い
て
新
し
く
加
わ
っ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
新
し
い
診
療
科
の
開
設
に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
は
あ

り
ま
せ
ん
。
病
院
の
要
望
に
対
し
、
下
呂
市
は
建
設
予

算
の
大
幅
な
削
減
に
よ
り
建
物
面
積
を
現
在
の
広
さ
に

決
め
た
か
ら
で
す
。
結
果
的
に
は
病
院
建
設
に
か
か
っ

た
費
用
を
返
済
す
る
額
が
減
少
し
今
後
の
病
院
運
営
の

重
荷
を
減
ら
す
こ
と
に
は
な
り
ま
し
た
。

　
金
山
町
時
代
か
ら
現
在
ま
で
病
院
の
運
営
か
ら
建

設
費
ま
で
金
山
町
、
下
呂
市
か
ら
の
補
助
は
受
け

て
お
ら
ず
、
公
立
病
院
の
宿
命
で
あ
る
不
採
算
部

門
に
対
し
て
は
国
か
ら
の
地
方
交
付
金
が
充
て
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
建
設
お
よ
び
跡
地
整
理
に

関
わ
っ
た
費
用
は
病
院
の
運
営
費
か
ら
支
払
わ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
病
院
の
運
営
費
は
９
割
が

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
受
診
料
、
約
１
割
は
国
か
ら

の
地
方
交
付
税
で
す
。（
病
院
が
な
け
れ
ば
交
付
さ
れ
な

い
も
の
で
す
）

　
受
診
料
は
病
院
運
営
の
た
め
に
大
変
重
要
で
す
が

収
入
を
得
る
た
め
に
も
う
一
つ
重
要
な
要
素
が
マ
ン

パ
ワ
ー
で
す
。
医
師
の
招
聘
は
困
難
を
極
め
て
い
ま

す
が
、
今
後
、
地
域
枠
で
養
成
さ
れ
た
医
師
の
獲
得

に
向
け
て
の
努
力
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
病
院
の

基
本
診
療
料
は
看
護
師
の
人
数
で
決
ま
り
ま
す
が
そ

の
看
護
師
が
足
り
な
い
の
で
す
。
一
人
の
看
護
師
が

働
く
時
間
は
決
め
ら
れ
て
お
り
、
お
金
で
解
決
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
工
透
析
の
対
象
者
が

増
加
し
て
い
る
折
、
新
病
院
で
は
透
析
用
ベ
ッ
ド
を

５
床
か
ら
10
床
に
増
床
し
ま
し
た
が
看
護
師
不
足
の

た
め
予
定
人
数
の
受
け
入
れ
が
出
来
な
い
状
態
で
す
。

　
手
当
の
増
額
、
看
護
師
の
仕
事
を
補
助
す
る
看
護

助
手
の
増
員
、
保
育
所
な
ど
勤
務
環
境
の
整
備
を
は

か
る
こ
と
に
よ
っ
て
看
護
師
を
増
員
し
な
け
れ
ば
診

療
収
入
を
増
や
す
こ
と
は
出
来
ず
病
院
の
健
全
な
運

営
に
支
障
を
来
し
ま
す
。

　
最
近
、
地
域
外
か
ら
看
護
師
を
求
め
る
の
は
た

い
へ
ん
困
難
で
、
当
地
域
の
病
院
で
働
け
る
看
護

師
は
当
地
域
出
身
者
に
期
待
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
下
呂
市
で
は
看
護
師
修
学

資
金
貸
与
制
度
を
設
け
て
お
り
下
呂
市
で
働
く
看
護

師
の
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
病
院
も
新
し
く

な
っ
た
折
、
多
く
の
貸
与
者
の
皆
さ
ん
が
金
山
病
院

で
働
い
て
地
域
を
支
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
よ
り
積
極
的
な
看
護
師
対
策
の

た
め
に
病
院
経
営
で
は
常
識
で
あ
る
病
院
独
自
の
奨

学
金
制
度
の
創
設
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
公
務
員
数
削
減
の
た
め
総
定
員
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
病
院
は
働
く
人
の
人
数
に
よ
っ
て

収
入
が
決
め
ら
れ
て
い
る
企
業
で
あ
り
、
人
を
減

ら
せ
ば
収
入
が
減
り
経
営
が
成
り
立
た
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
病
院
は
、
人
が
人
を
お
世
話
す
る
意
味

で
は
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
り
サ
ー
ビ
ス
を
良
く
す
る

た
め
に
は
人
が
必
要
で
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
に
足
り
な
い
人
員
は
非
常
勤
職

員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
頼
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
金

山
病
院
で
は
看
護
師
の
指
示
に
従
っ
て
診
療
の
補

助
を
行
う
非
常
勤
の
看
護
補
助
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
形
で
も
お
手
伝
い
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
求
め
て
い
ま
す
の
で
、

ご
意
志
の
あ
る
方
は
病
院
事
務
課
ま
で
お
申
し
出

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
下
呂
市
立
金
山
病
院
　
院
長
　
古
田
智
彦

※
金
山
病
院
で
は
、
医
師
・
看
護
師
の
募
集
を
し

て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
金
山
病

院
事
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
次
脳
機
能
障
が
い
家
族
の
つ
ど
い



平
成
25
年
度
難
病
セ
ミ
ナ
ー
　
日
時
：
８
月
21
日
㈬
14
時
～
15
時
30
分
　
場
所
：
高
山
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
　
作
業
室
　
対
象
者
：
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
の
方
と
そ
の
ご
家
族
　
内
容
：
講
演
「
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」　
講
師
　
古
川
病
院
理
学
療
法
士
　
土
井
雅
史
さ
ん
　
申
込
・
お
問
合
わ
せ
：
飛
騨
保
健
所
（
☎
０
５
７
７
・
33
・
１
１
１
１
内
線
３
０
８
）　
※
８
月
14
日
㈬
ま
で
に
申
込
み
が
必
要
で
す
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８
月
１
日
～
31
日
は
食
中
毒
事
故
の
防
止

と
衛
生
管
理
の
向
上
に
つ
い
て
普
及
啓
発
を
図

る
、「
食
品
衛
生
月
間
」
で
す
。
食
中
毒
を
引

き
起
こ
す
細
菌
は
高
温
多
湿
な
環
境
で
増
殖
が

活
発
に
な
り
ま
す
。
温
度
や
湿
度
な
ど
の
条
件

が
そ
ろ
う
と
食
物
の
中
で
増
殖
し
、
そ
の
食
物

を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
食
中
毒
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
夏
は
細
菌
に
よ
る
食
中
毒
が
多
発
し
や

す
い
時
期
で
す
の
で
食
中
毒
予
防
の
３
大
原
則

を
心
掛
け
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

○
細
菌
を
つ
け
な
い

　
手
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
雑
菌
が
付
着
し
て
い
ま

す
。
食
中
毒
の
原
因
菌
が
食
べ
物
・
食
器
に
付

か
な
い
よ
う
に
こ
ま
め
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

○
細
菌
を
増
や
さ
な
い

　
細
菌
の
多
く
は
10
℃
以
下
で
は
増
殖
が
ゆ
っ
く

り
と
な
り
、
マ
イ
ナ
ス
15
℃
以
下
で
は
増
殖
が
停

止
し
ま
す
。
付
着
し
た
菌
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

生
鮮
食
品
や
お
総
菜
な
ど
は
購
入
後
、
で
き
る
だ

け
早
く
冷
蔵
庫
に
入
れ
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

○
細
菌
を
や
っ
つ
け
る

　
ほ
と
ん
ど
の
細
菌
は
加
熱
に
よ
っ
て
死
滅

し
ま
す
の
で
、
加
熱
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。
特

に
肉
料
理
は
中
心
ま
で
よ
く
加
熱
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
目
安
は
中
心
部
の
温
度
が
75
℃

で
１
分
以
上
加
熱
す
る
こ
と
で
す
。
ふ
き
ん
や

ま
な
板
、
包
丁
な
ど
の
調
理
器
具
に
も
、
細
菌

が
付
着
し
ま
す
。
特
に
肉
や
魚
、
卵
な
ど
を

使
っ
た
後
の
調
理
器
具
は
、
洗
剤
で
よ
く
洗
っ

て
か
ら
、
熱
湯
を
か
け
て
殺
菌
し
ま
し
ょ
う
。

　
食
品
の
調
理
や
取
扱
に
は
十
分
注
意
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
山
菜
狩
り
な
ど
で
誤
っ
て
有
毒
な
野
草

を
採
取
し
、
食
べ
た
こ
と
に
よ
る
食
中
毒

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
食
用
の
野
草
と
確

実
に
判
断
で
き
な
い
植
物
は
絶
対
に
採
ら

な
い
・
食
べ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
山
菜
に
混
じ
っ
て
有
毒
植
物
が
生
え
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
山
菜
狩
り
な
ど
を

す
る
と
き
は
、
１
本
１
本
よ
く
確
認
し
て
採

り
、調
理
前
に
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

野
草
を
食
べ
て
体
調
が
悪
く
な
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
脳
外
傷
友
の
会
　
高
志
（
家
族
会
）
の
方

を
講
師
と
し
て
、「
災
害
の
時
に
つ
い
て
考

え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。」
を
テ
ー
マ
に

題
名
の
集
い
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
参
加
を

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
飛
騨
保
健
所

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
：
８
月
30
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所
：
高
山
市
保
健
セ
ン
タ
ー
機
能
訓
練
室

対
象
：
ご
家
族
、
支
援
者

　
　
　（
福
祉
・
医
療
機
関
等
）

費
用
：
無
料

申
込
・
お
問
合
わ
せ
：
飛
騨
保
健
所

（
☎
０
５
７
７
・
33
・
１
１
１
１
内
線
３
１
２
）

８
月
は
食
品
衛
生
月
間
で
す

有
毒
植
物
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

新病院開院一周年を迎えて

　
新
病
院
は
旧
病
院
が
老
朽
化
し
建
物
の
維
持
が
困

難
に
な
っ
た
た
め
に
移
転
新
築
さ
れ
ま
し
た
。
診
療

を
始
め
て
一
年
。
床
面
積
は
1.5
倍
と
な
り
診
療
空
間

に
余
裕
は
出
来
ま
し
た
。
ま
た
病
院
周
辺
の
療
養
環

境
も
有
効
に
利
用
で
き
る
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
診
療
体
制
は
旧
病
院
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
引

き
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
本
来
病
院
に
必
要
で
あ
っ
た

も
の
を
の
ぞ
い
て
新
し
く
加
わ
っ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
新
し
い
診
療
科
の
開
設
に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
は
あ

り
ま
せ
ん
。
病
院
の
要
望
に
対
し
、
下
呂
市
は
建
設
予

算
の
大
幅
な
削
減
に
よ
り
建
物
面
積
を
現
在
の
広
さ
に

決
め
た
か
ら
で
す
。
結
果
的
に
は
病
院
建
設
に
か
か
っ

た
費
用
を
返
済
す
る
額
が
減
少
し
今
後
の
病
院
運
営
の

重
荷
を
減
ら
す
こ
と
に
は
な
り
ま
し
た
。

　
金
山
町
時
代
か
ら
現
在
ま
で
病
院
の
運
営
か
ら
建

設
費
ま
で
金
山
町
、
下
呂
市
か
ら
の
補
助
は
受
け

て
お
ら
ず
、
公
立
病
院
の
宿
命
で
あ
る
不
採
算
部

門
に
対
し
て
は
国
か
ら
の
地
方
交
付
金
が
充
て
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
建
設
お
よ
び
跡
地
整
理
に

関
わ
っ
た
費
用
は
病
院
の
運
営
費
か
ら
支
払
わ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
病
院
の
運
営
費
は
９
割
が

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
受
診
料
、
約
１
割
は
国
か
ら

の
地
方
交
付
税
で
す
。（
病
院
が
な
け
れ
ば
交
付
さ
れ
な

い
も
の
で
す
）

　
受
診
料
は
病
院
運
営
の
た
め
に
大
変
重
要
で
す
が

収
入
を
得
る
た
め
に
も
う
一
つ
重
要
な
要
素
が
マ
ン

パ
ワ
ー
で
す
。
医
師
の
招
聘
は
困
難
を
極
め
て
い
ま

す
が
、
今
後
、
地
域
枠
で
養
成
さ
れ
た
医
師
の
獲
得

に
向
け
て
の
努
力
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
病
院
の

基
本
診
療
料
は
看
護
師
の
人
数
で
決
ま
り
ま
す
が
そ

の
看
護
師
が
足
り
な
い
の
で
す
。
一
人
の
看
護
師
が

働
く
時
間
は
決
め
ら
れ
て
お
り
、
お
金
で
解
決
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
工
透
析
の
対
象
者
が

増
加
し
て
い
る
折
、
新
病
院
で
は
透
析
用
ベ
ッ
ド
を

５
床
か
ら
10
床
に
増
床
し
ま
し
た
が
看
護
師
不
足
の

た
め
予
定
人
数
の
受
け
入
れ
が
出
来
な
い
状
態
で
す
。

　
手
当
の
増
額
、
看
護
師
の
仕
事
を
補
助
す
る
看
護

助
手
の
増
員
、
保
育
所
な
ど
勤
務
環
境
の
整
備
を
は

か
る
こ
と
に
よ
っ
て
看
護
師
を
増
員
し
な
け
れ
ば
診

療
収
入
を
増
や
す
こ
と
は
出
来
ず
病
院
の
健
全
な
運

営
に
支
障
を
来
し
ま
す
。

　
最
近
、
地
域
外
か
ら
看
護
師
を
求
め
る
の
は
た

い
へ
ん
困
難
で
、
当
地
域
の
病
院
で
働
け
る
看
護

師
は
当
地
域
出
身
者
に
期
待
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
下
呂
市
で
は
看
護
師
修
学

資
金
貸
与
制
度
を
設
け
て
お
り
下
呂
市
で
働
く
看
護

師
の
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
病
院
も
新
し
く

な
っ
た
折
、
多
く
の
貸
与
者
の
皆
さ
ん
が
金
山
病
院

で
働
い
て
地
域
を
支
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
よ
り
積
極
的
な
看
護
師
対
策
の

た
め
に
病
院
経
営
で
は
常
識
で
あ
る
病
院
独
自
の
奨

学
金
制
度
の
創
設
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
公
務
員
数
削
減
の
た
め
総
定
員
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
病
院
は
働
く
人
の
人
数
に
よ
っ
て

収
入
が
決
め
ら
れ
て
い
る
企
業
で
あ
り
、
人
を
減

ら
せ
ば
収
入
が
減
り
経
営
が
成
り
立
た
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
病
院
は
、
人
が
人
を
お
世
話
す
る
意
味

で
は
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
り
サ
ー
ビ
ス
を
良
く
す
る

た
め
に
は
人
が
必
要
で
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
に
足
り
な
い
人
員
は
非
常
勤
職

員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
頼
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
金

山
病
院
で
は
看
護
師
の
指
示
に
従
っ
て
診
療
の
補

助
を
行
う
非
常
勤
の
看
護
補
助
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
形
で
も
お
手
伝
い
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
求
め
て
い
ま
す
の
で
、

ご
意
志
の
あ
る
方
は
病
院
事
務
課
ま
で
お
申
し
出

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
下
呂
市
立
金
山
病
院
　
院
長
　
古
田
智
彦

※
金
山
病
院
で
は
、
医
師
・
看
護
師
の
募
集
を
し

て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
金
山
病

院
事
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
次
脳
機
能
障
が
い
家
族
の
つ
ど
い



◆ほがらかに品よく生きる  斎藤茂太
◆明日は晴れ　  　　　  瀬戸内寂聴
◆ 75 年目のラブレター 貴島テル子
◆命のビザを繋いだ男 山田純大
◆ネット選挙のすべて 飯田泰士
◆老いの不安がなくなる 45 のヒント　   羽成幸子
◆いじめのない教室をつくろう 小森美登里
◆脳が冴える快眠法 茂木健一郎
◆手づくりで、かわいい子どものキモノ　福永紀美子
◆キッコーマン昭和の味レシピ キッコーマン株式会社
◆あこがれの山登り 100 の基本
◆あずかりやさん 　       　大山淳子

◆昨夜のカレー、明日のパン     大皿泉
◆美しい心臓  　　  　  小手鞠るい
◆クローズアップ 今野　敏
◆快挙 白石一文
◆東京バビロン　                 新堂冬樹
◆切り裂きジャックの告白 中山七里 
◆深海の夜景 森村誠一
◆来春まで 諸田玲子
◆花鳥の夢 山本兼一
◆大泉エッセイ 大泉　洋
◆主婦と演芸 清水ミチコ
◆歳月がくれるもの      　　 田辺聖子

新●着●図●書

問合先）　はぎわら図書館 ☎52-2901　下呂図書館 ☎25-2489　金山図書館 ☎32-2449　小坂図書室 ☎62-3111　馬瀬図書室 ☎47-2111

8

下呂市図書館ホームページ　http://lib.city-gero.jp　

　

10日（土）10:30～金 山 図 書 館

　 　　  10:30～下 呂 図 書 館

　　　　 10:30～はぎわら図書館 

24日（土）    14:00～下呂中央児童館

はぎわら  夏の風物詩を楽しむ！
　下呂　　涼を感じる本
　　　　発明・発見をした人の本
   金山　　アウトドアを楽しもう

8

※下呂市図書館ホームページでは、貸出状況・予約状況のほか、新着情報等も検索できます

　 夏休みの宿題を応援します！
   図書館では、自由研究や工作の本など
をたくさん揃えています。ぜひご利用く
ださい。
   夏休みの終わり頃は混雑が予想されま
す。お早目のご来館をおすすめします。

http://lib.city-gero.jp/ＵＲＬ
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■飛騨小坂駅開業80周年記念行事
日時▷8月24日（土）
場所▷飛騨小坂駅、きこりセンター
内容▷バザー、ミニＳＬ、ジオラマ、
コンサート、講演会
問合先▷飛騨小坂駅友の会　　　
　　　　☎62-2540（代表：田立）
■南ひだ健康道場の催し
①沢歩き体験
8月10日（土）・11日（日）
10時～12時・13時～15時（1日2回開催）
参加料▷１人500円
定員▷各回20人（要予約）
持ち物▷濡れてもいい服装

ポイント▷川や植物・昆虫の解説を
聞きながら小川を歩きます。
②ブルーベリージャムづくり
8月10日（土）10時～12時
参加料▷１人600円
定員▷30人（要予約）
持ち物▷エプロン、三角巾
ポイント▷敷地内で収穫したブルーベ
リーを使ってジャムを作ります。
四美の森には楽しみながら森林浴を体験でき
るさまざまな散策路があります。癒やしの森
「南ひだ健康道場」へ是非お越しください。
問合先▷南ひだ健康道場☎ 55-0010
■ハローワーク高山
　　　　マザーズコーナーのご案内
仕事と子育ての両立を希望する方を
対象に就職までの個別支援を行っ
ています。是非ご利用ください。
マザーズ専用ダイヤル▷☎0577-32-5433
（利用時間▷平日8時30分～17時15分）

■清流馬瀬川火ぶり漁
開催日▷8月18日（日）・25日（日）
9月1日（日）・8日（日）・16日（月）
23日（月）・29日（日）【見学無料】
時間▷19時30分～20時30分
火ぶりバザー＆シャトルバス運行
問合先▷馬瀬総合観光株式会社
　　　　　　　　　　　　☎47-2641
■東日本大震災ボランティアバス出発日
8月16日（金）、8月23日（金）、9月13日（金）
申込・問合先▷ＫＩプロジェクト
　　　☎050-3536-5866（鎌倉）
■ご存知ですか？米トレーサビリティ法
米トレーサビリティ法とはお米の生
産から販売・提供までの各段階を通
じて、米・米加工品の移動を分かる
ようにすることです。出荷販売・仕入
時には伝票を作成し、3年間保存。産
地を伝達することが必要です。
問合先▷東海農政局☎052-746-1315
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ご結婚

ご誕生

人 動の き 男性：17,120 人　女性：18,631 人
合計：35,751 人（－ 54 人）
世帯：12,507 世帯

人口（平成25年7月１日現在）

7月10日戸籍受付分までを掲載
松山　キミ（萩原町古関）� 80
髙田　貞雄（萩原町羽根）� 82
松井政五郎（萩原町四美）　� 90
二村　和計（萩原町下上呂）�81
金子　政夫（萩原町下上呂）85
二村已喜三（萩原町尾﨑 3）� 95
松井　きよ（萩原町羽根）�　96
熊﨑　きよ（萩原町羽根）� 92
長江とみ江（萩原町中呂）� 80
石丸　正一（萩原町宮田）� 77
杉山　辰美（萩原町桜洞）� 83
江原　　枝（小坂町湯屋）����99
成美きみ子（小坂町大洞）� 91
朝原　ちか（小坂町落合）� 101
田口　銀一（門和佐）� 91
田口喜美夫（夏焼）　　　　�85
谷川　藤𠮷𠮷（乗政）� 77
斎藤佐喜子（森）��　　　��　79
水野　���渡（乗政）����　　　73
杉山　　み（少ケ野）　　　� 97
今井　利雄�（森）　　　　��　72
德原とよ子（乗政）����　���� 91
小越　信吉（野尻）　　　　76
�井フデ子（久野川）　　　� 84
髙村　鉦司（金山町中切）�� �83
加藤ソトヱ（金山町菅田３）�73
池戸　俊子（金山町桜町）���� 90
田口藤之助（金山町弥生町）88
大谷とし子（金山町協和町）�87
�井とミ江（金山町昭和町）102
棚橋　����（金山町長月町）� 82
島田���武士（金山町中宮３）� 69
星谷　卓男（金山町諏訪町）��75
中島　芳雄（金山町下妙見町）�96
大前　　務（金山町中切）　� 67
石丸　台子（馬瀬数河）������� 59

今井　雄規（森）
丸山桃新果（萩原町萩原下）

熊﨑　祥太（萩原町野上）
中川　文菜（少ケ野）

寺内　���央（東京都　飾区）
日下部有紀（萩原町西上田）

桂川　茂也（萩原町羽根）
中川　深幾（馬瀬名丸）

與儀　花凛（萩原町羽根）
　　　　卓也　のどか

　　かりん

中川　結賀（少ケ野）
　　　　二郎　成美

　　　ゆ　か

森　　逞人（少ケ野）
　　　　秀樹　千恵美

　　　たくと

細江松之真（門和佐）
　　　　倍基千　恵理

しょうのしん

内木　優作（萩原町尾﨑 3）
岡本　華奈（名古屋市）

人の動きは届出時点で市内に住民票がある方を掲載しています。

竹内　斗哉（森）
　　　　伸介　真理

　　　とうや

中島　瑛斗（萩原町宮田）
　　　　宗織　博子

　ひでと

大木　昌一（愛知県知立市）
島　えり子（萩原町山之口）

小瀬　悠月（東上田）
　　　　龍治　恵美子

　　ゆづき

長谷川文哉（小坂町大島）
　　　　哲　　望

������　ふみや

桂川駿之介（萩原町羽根）
　　　　理司　さち子

しゅんのすけ

ご
寄
附（
7
月
10
日
受
付
ま
で
）

次
の
皆
様
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
萩
原
町
】
金
子
伸
一
（
下
上
呂
）

下
呂
市
ふ
る
さ
と
寄
付
金

野
村
�
己
（
大
阪
府
高
槻
市
）

矢
嶋
茂
裕
（
岐
阜
市
）

黒
木
尚
之
（
下
呂
市
森
）

　
　
　
　
　（順
不
同
・
敬
称
略
）

青木　辰也（萩原町四美）
小崎　友美（小川）

金子　祐亜（萩原町萩原上）
　　　　代樹　美緒

　　ゆ　あ

熊﨑　虹来（萩原町大ヶ洞）
　　　　寿道　香奈

������　に　こ

小林　弘幸（萩原町羽根）
田中　紀子（少ケ野）

山内　基至（森）
本田ルミ子（森）

加藤　正弥（金山町井尻町）
髙木　美香（金山町祖師野）

富永　旺愛（萩原町桜洞）
　　　　泰全　詩織

　　おうあ

曽我　乃衣（野尻）
　　　　洸陽　弥菜

　　の　い

田口　莉乃（金山町祖師野）
　　　　博敏　友美

　　　り　の

お悔やみ

加　　詩唯（萩原町萩原中）
　　　　優　　佑果

　　　し　い

小池　史晃（小坂町坂下）
神田ひとみ（高山市）

岩嶋　航大（萩原町上村）
　　　　宏之　明日香

　　こうだい

�田　修翔（金山町協和町）
　　　　洋平　詩織

　　しゅうと

神戸　彪雅（金山町協和町）
　　　　俊明　憂

　　ひゅうが

安藤　陽太（馬瀬中切）
　　　　雄基　梢

　　　ようた

　　 《
編
集
後
記
》 

　
私
が
広
報
担
当
に
な
っ
た
頃
「
毎
月

お
ま
え
の
体
重
を
広
報
に
載
せ
れ
ば
そ

り
ゃ
ぁ
た
く
さ
ん
の
市
民
に
読
ん
で
も
ら

え
る
広
報
に
な
る
ぞ
」
と
親
戚
の
お
兄
さ

ん
に
冗
談
で
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
広
報
担
当
は
、
皆
さ
ん
に
少
し

で
も
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
分
か
り
や

す
い
広
報
紙
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
毎
回
、
写
真
の
難
し
さ
や
文
章
の
難

し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
参
加
し
た
広
報
研
修
で
忘
れ
ら
れ

な
い
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
文
章
磨
き
は
自

分
磨
き
　自
分
を
知
り
相
手
を
知
る
こ
と

読
者
の
身
に
な
っ
て
考
え
よ
う
」
今
日
も

机
に
貼
っ
た
こ
の
メ
モ
を
見
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
街
で
取
材
す

る
広
報
担
当
を
見
か
け
た
際
に
は
、
ぜ
ひ

広
報
紙
の
ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｒ
・
Ａ
）

 
８
月
１
日
〜
７
日
は
　
　

　
　  

　
　  

水
の
週
間 
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このコーナーで紹介する、市内で活躍する地域や団体などをを募集しています。掲載を希望される場合は、
経営管理部秘書広報課までご連絡ください。　☎24-2222（内線261）　　　kouhou@city.gero.lg.jp
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ひだ金山まちづくり協議会

広
報

「安心・安全なまち」を目指して
～消防本部からのお願い～

◆災害対策の第一歩は家族会議から
　人は危険な状態に直面した時、役割をあらかじめ考え
ておくことで落ち着きを取り戻し、的確な行動をとるこ
とができると言われています。普段から「家族会議」を
しっかり持ち、子どもにも災害について正しい知識を教
え、家族の役割などを話し合いましょう。
　また、家族が別々の場所で災害にあった時や、電話連絡が
断たれた時にはどうするかを相談しておくことも大切です。
（例）・ドアを開ける・乳児や病人の保護・非常品の持ち出し・最
終避難場所の把握・住所、氏名、連絡先、血液型、最終避難場
所等を記入した個人カードを子どもに持たせるなど。　　　　
　　　　　　　　　　　【下呂市消防本部・消防総務課】

　　　　　　　大災害が発生すると、
家族や地域での助け合いが必要不可
欠となります。家族会議は家族の絆
を深め、地域行事は地域の絆を深め
ます。絆が深まれば、自然と助け合
いの気持ちも大きくなります。
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地域・やる
気・元気　 ～ふるさとを愛し　守り育てる～

みんな笑顔のまちづくり

　昨年発足した「ひだ金山まちづくり協議会（会長：
加藤茂里氏）」では、今までのような行政だのみで
はなく、住民が主体となって自ら提案し、地域の活
性化につながる“まちづくり”に取り組んでいます。
　7月に大々的に開催した「ひまわりまつり」で
は、３万本のヒマワリが咲き誇る会場に、なんと
５千人もの来場者がありました。来場者も主催し
た人たちも、ヒマワリのように笑顔いっぱいのイ
ベントとなりました。
　協議会では今後も、あいさつ運動や健康体操、
観光振興や病院ボランティア活動など、さまざま
な分野での地域づくりを活性化させていきます。

9 月の防災訓練は
積極的に参加しましょう。

　助け合いの
　気持ちを大切に




